
○ 提出いただくもの（※できるだけ郵送をご利用ください。）

❶

❶ 国民年金保険料免除・納付猶予申請書

❷ 簡易な所得見込額の申立書（臨時特例用）

〔口座振替またはクレジットカード納付をご利用中の方のみ〕 （任意記入です）

申請後納付保険料について 取扱い方法

Ⓐ還付を希望しない場合
還付せず、納付のままとする
（保険料納付済期間とする）ことを希望

Ⓑ還付を希望する場合
保険料納付済みと取り扱わず、還付されることを希望
（ただし、過去2年間に未納期間があれば、その未納期間の
納付に充てたうえで残金があれば還付）

❷
簡易な所得見込額の申立書（臨時特例用）

□確認　　　（※２枚目の「所得見込額計算シート」は提出する必要はありません。）

❸
【個人番号（マイナンバー）を上記❶の申請書に記載し、郵送により提出するとき】
　マイナンバーカードの表・裏両面のコピー等 □確認
　　　（※基礎年金番号で手続きする場合は❸は提出の必要はありません。）

　　　国民年金保険料免除（臨時特例措置）提出の際に

とくにご注意いただきたい事項の申請前チェックシート

※ このチェックシートは、よくある間違い（特にご注意いただきたい事項）のチェックリストです。
　 申請書等のその他の各記載事項についても、よくご確認ください。

※ この用紙は提出する必要はありません。

国民年金保険料免除・納付猶予申請書 □確認

 申請日から免除等が決定されるまでの間に、保険料の口座振替等が行われることがあります。
 その間に引き落し等された保険料（申請後納付保険料）については、以下のとおり、❶の「国民年金保険料
免除・納付猶予申請書」の備考（⑭欄）にあらかじめ希望を書いていただくことにより、審査結果をお知らせす
るまでの期間を短縮することができます。

「⑩申請期間」欄について、誤りはありませんか。

□ 令和２年７月から令和３年６月まで　➤　令和２年度分

□ 令和２年６月から令和２年６月まで　➤　令和元年度分

1
□ ②欄にチェック☑は漏れていませんか。

□確認□ 収入が減少した方について、③欄の「氏名」、④欄の「所得見込額」につ
　　いて、記載漏れはありませんか。

□ 令和４年７月から令和５年６月まで　➤　令和４年度分

□ 令和３年７月から令和４年６月まで　➤　令和３年度分

　　 の月を除く）までとなります。

※　過去にさかのぼって申請できる期間は、申請した月から２年１か月前（既に保険料が納付済み

2 □確認

　　令和３年６月３０日時点の配偶者・世帯主について記載していますか。

2

左下の署名欄に記載漏れ・記載誤りはありませんか。

□確認□ 「被保険者氏名」に記載漏れはありませんか。

□ 誤って配偶者・世帯主の方の氏名を記載していませんか。

1

「⑥配偶者氏名」欄、「⑦世帯主氏名」欄について

□確認

□ 令和４年度（令和４年７月から令和５年６月まで）分を申請するときは、

　　申請書提出日時点の配偶者・世帯主について記載していますか。

□ 令和元年度（令和２年６月から令和２年６月まで）分を申請するときは、

　　令和２年６月３０日時点の配偶者・世帯主について記載していますか。

□ 令和３年度（令和３年７月から令和４年６月まで）分を申請するときは、

　　令和４年６月３０日時点の配偶者・世帯主について記載していますか。

□ 令和２年度（令和２年７月から令和３年６月まで）分を申請するときは、

免除申請書の備考（⑭欄）の記載方法

『申請日以降の納付済み保険料は納付のま
まとする』と記入

『申請日以降の納付済み保険料は還付を希
望する』と記入


